
消費者庁等における各種試行を踏まえた今後の取組に関する意見 

平成28年８月23日 

消 費 者 委 員 会 

消費者庁、消費者委員会及び国民生活センターは、政府関係機関移転基本方針

（平成28年３月22日まち・ひと・しごと創生本部決定）に基づき、これまでＩＣＴの

活用等による試行等を行ってきた。その結果を踏まえ、本年８月末までに結論を得る

ことが目指されているが、消費者庁については、徳島県に消費者行政の新たな未来の

創造を担う「消費者行政新未来創造オフィス」（仮称。以下「徳島オフィス」とい

う。）を置き、実証に基づいた政策の分析・研究機能をベースとした消費者行政の発

展・創造の拠点とする考えが示されている。 

これを踏まえ、今後の消費者行政の目指すべき姿に関して、当委員会は以下のと

おり意見を述べる。消費者庁におかれては、今後の徳島オフィスの取組を進めるに当

たり、以下の意見に留意されたい。 

なお、当委員会は、徳島オフィスの取組を注視し、消費者庁の機能維持、消費者

行政の進化等の観点から、今後とも必要に応じて意見を述べることとする。 

１ これまでの消費者行政にはなかった新しい取組に挑戦すること 

徳島オフィスでの取組は、本来消費者庁等に期待される役割がこれまで以上に

十分に果たせているかという観点から検証されることとなる。すなわち、徳島は

もとより、近隣地域のネットワークも活用した実証フィールドとしての新たな取

組により、本来の政府機関としての機能の向上を図り、新しい消費者行政・政策

を創造し、実現していくことが求められる。 

そのためには、地域の特性を活かして、これまでになかった新たな取組にも挑

戦し、消費者行政を進化させるよう工夫することが必要である。その際、徳島オ

フィスを活用して得るべき成果について一定の目標を設定し、実効性確保に努め

るべきである。 

２ 進捗状況は、定期的に委員会に報告すること 

当委員会は、徳島オフィスでの取組の成果は、従来の消費者庁の機能を補完し、

今後の消費者行政の推進にとって重要なポイントとなり得ると認識している。そ

のため、徳島オフィスでの取組の状況については、当委員会に対し定期的な報告

を求める。 

３ 徳島オフィスの成果について丁寧な検証を行うこと 

徳島オフィスの成果は、３年程度をめどに検証・見直しを行うことが考えられ

ているが、その際、消費者庁は、国民生活センターとともに、徳島オフィスの取

組の成果はもとより、その他の環境整備の進捗状況も踏まえて、客観的な検証を

行うべきである。 

以上 

資料２－２－５

69

CO873123
長方形



平
成

28
年
３
月

消
費
者
委
員
会

T
h
e
C
o
n
s
u
m
e
r
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

「
頼
り
に
な
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

概
要

資料２－２－６

70

CO873123
長方形



目
次

調
査
の
背
景
等
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

１
消
費
者
庁
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
窓
口
に
関
す
る
取
組
・
・
・
・
２

２
相
談
窓
口
の
業
務
の
向
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

３
情
報
発
信
力
の
強
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４

71



○
消
費
者
庁
で
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
質
の
高
い
相
談
・
救
済
を
受
け
ら
れ
、
安
全
、

安
心
が
確
保
さ
れ
る
地
域
体
制
を
全
国
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
「
地
方
消
費
者
行

政
強
化
作
戦
」
を
策
定

○
同
作
戦
の
う
ち
、
「
相
談
体
制
の
空
白
地
域
の
解
消
」
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口
未
設
置

自
治
体
は
解
消
、
相
談
窓
口
の
次
の
政
策
目
標
は
「
相
談
体
制
の
質
の
向
上
」

○
「
相
談
体
制
の
質
の
向
上
」
の
た
め
に
は
「
相
談
窓
口
の
業
務
の
向
上
」
及
び
「
情
報
発

信
力
の
強
化
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
全
国
の
相
談
窓
口
の
担
当
行
政
職
員
や
相
談
員
、

有
識
者
な
ど
を
中
心
に
現
状
、
課
題
、
対
策
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

20
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調
査
の
背
景
等
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s
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n

問
題
意
識
等

自
治
体
や
相
談
窓
口
な
ど
の
関
係
各
位
が
取
組
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
上
記
調
査
結
果
を

整
理
、
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
質
の
向
上
」
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
取
り
ま
と
め
た
。
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１
消
費
者
庁
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
窓
口
に
関
す
る
取
組

T
h
e
C
o
n
s
u
m
e
r
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

（
１
）
地
方
消
費
者
行
政
強
化
作
戦

・
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
質
の
高
い
相
談
・
救
済
を
受
け
ら
れ
、
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
る
地
域
体
制
を
全
国

的
に
整
備

（
２
）
相
談
窓
口
の
サ
ポ
ー
ト

・
資
金
面
：
交
付
金
を
通
じ
て
地
方
に
お
け
る
計
画
的
・
安
定
的
な
取
組
を
支
援

・
制
度
面
：
消
費
者
安
全
法
の
改
正
に
よ
り
、
消
費
生
活
相
談
体
制
の
強
化
、
消
費
者
行
政
職
員
及
び
消
費
生
活
相

談
員
の
確
保
と
資
質
向
上
を
制
度
的
に
位
置
付
け

Ø
都
道
府
県
に
対
し
、
市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
助
言
、
協
力
、
情
報
の
提
供
を
義
務
付
け

Ø
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
等
に
つ
い
て
条
例
を
整
備
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

Ø
消
費
生
活
相
談
員
の
職
及
び
任
用
要
件
を
法
律
に
位
置
付
け
等

消
費
者
庁
の
取
組

（
１
）
相
談
案
件
の
処
理
に
係
る
支
援

・
経
由
相
談
：
地
方
の
相
談
窓
口
で
は
解
決
困
難
な
相
談
の
受
付

・
平
日
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
相
談
：
地
方
の
相
談
窓
口
が
平
日
通
話
中
の
場
合
相
談
の
受
付

・
休
日
相
談
：
土
日
祝
日
な
ど
地
方
の
相
談
窓
口
が
開
設
し
て
い
な
い
場
合
の
相
談
の
受
付

（
２
）
相
談
員
や
行
政
職
員
に
対
す
る
支
援

・
相
談
員
向
け
：
専
門
事
例
講
座
／
行
政
職
員
向
け
：
職
員
講
座
（
基
礎
編
、
実
務
編
等
）
、
管
理
職
講
座
等

（
３
）
広
報
、
普
及
啓
発

・
国
民
、
消
費
者
へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
に
記
者
会
見
の
実
施
等

（
４
）
相
談
情
報
の
収
集
・
分
析
・
提
供

・
全
国
の
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
情
報
の
収
集
、
分
析
及
び
消
費
者
に
対
す
る
注
意
喚
起
へ
の
活
用
等

（
５
）
商
品
テ
ス
ト

・
相
談
窓
口
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
く
商
品
テ
ス
ト
の
実
施
等

（
６
）
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

・
解
決
が
全
国
的
に
重
要
で
あ
る
紛
争
に
関
す
る
「
和
解
の
仲
介
」
と
「
仲
裁
」
の
実
施
等

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
取
組
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○
現
状
と
課
題

•
相
談
員
に
は
、
研
修
だ
け
で
な
く
現
場
で
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
だ
が
相
談
件
数
が
少

な
い
現
場
で
は
経
験
不
足
の
お
そ
れ

•
ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
は
、
業
務
多
忙
等
に
よ
り
研

修
に
参
加
す
る
機
会
が
減
る
こ
と
で
、
相
談
員
同

士
の
交
流
が
減
少
す
る
お
そ
れ

•
相
談
員
が
１
人
の
相
談
窓
口
で
は
相
談
相
手
が

い
な
い
た
め
、
メ
ン
タ
ル
面
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る

○
対
策

•
相
談
件
数
の
多
い
相
談
窓
口
が
新
人
相
談
員
を
受
け
入
れ

て
指
導

•
ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
が
相
談
窓
口
を
巡
回
し
て
相
談
業
務
を

指
導

•
国
セ
ン
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
相
談
員
の
た
め
の
講
座

を
受
講
→
相
談
員
の
知
り
合
う
場
、
意
見
交
換
の
場
と
し
て
も
有
効

→
相
談
員
の
数
が
少
な
く
研
修
に
参
加
し
に
く
い
と
い
っ
た

様
々
な
事
情
に
も
配
慮
が
必
要

•
都
道
府
県
か
ら
相
談
員
を
派
遣
し
、
市
町
村
の
相
談
員
の

メ
ン
タ
ル
面
の
ケ
ア

○
現
状
と
課
題

•
相
談
員
に
は
知
識
や
経
験
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
確
保
が
容
易
で
な
い
場
合
が
あ
る

•
相
談
業
務
に
係
る
資
格
保
有
者
は
地
域
に
よ
っ

て
偏
り
が
あ
り
有
資
格
者
の
確
保
が
難
し
い
地
域

も
あ
る

20
17
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２
相
談
窓
口
の
業
務
の
向
上
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h
e
C
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C
o
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m
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s
i
o
n

相
談
員
の
確
保

○
対
策

•
資
格
取
得
者
を
相
談
員
と
し
て
確
保
す
る
た
め
養
成
講
座

を
開
き
、
合
格
者
を
採
用

•
自
治
体
に
消
費
生
活
相
談
員
の
人
材
バ
ン
ク
を
設
置
し
、

養
成
講
座
受
講
・
資
格
取
得
者
等
を
登
録
、
相
談
窓
口
と
就

職
希
望
者
を
橋
渡
し

•
広
域
連
携
：
複
数
の
自
治
体
が
連
携
し
て
窓
口
を
設
置
、

運
営

•
業
務
委
託
：
委
託
先
が
複
数
の
市
町
村
と
契
約
す
る
こ
と

で
効
率
的
に
相
談
員
を
配
置
（
た
だ
し
行
政
が
適
切
に
関
与

す
る
こ
と
が
重
要
）

相
談
員
の
ス
キ
ル
向
上

○
対
策

•
相
談
窓
口
を
行
政
機
関
と
同
一
の
建
物
内
に
設
置
す
る
な

ど
の
工
夫
は
、
相
談
員
と
行
政
職
員
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
有
益

•
行
政
の
担
当
部
署
の
職
員
が
相
談
窓
口
の
職
員
を
兼
務
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
談
窓
口
の
情
報
が
消
費
者
行
政
担
当
部

門
や
福
祉
部
門
な
ど
と
情
報
共
有
し
や
す
く

○
現
状
と
課
題

•
行
政
職
員
の
業
務
は
、
相
談
窓
口
の
運
営
、
行

政
関
係
部
署
と
の
連
携
・
情
報
伝
達
、
相
談
窓
口

に
係
る
広
報
等
多
岐
に
わ
た
り
、
相
談
員
を
は
じ

め
関
係
者
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

期
待

行
政
職
員
に
よ
る
相
談
窓
口
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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３
情
報
発
信
力
の
強
化

T
h
e
C
o
n
s
u
m
e
r
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

○
現
状
と
課
題

•
自
治
体
の
広
報
活
動
は
、
よ
り
広
く
伝
え
た
い
が
た
め

に
対
象
者
が
絞
ら
れ
ず
、
ま
た
、
適
切
な
情
報
伝
達
手
段

を
活
用
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あ
る

○
対
策

•
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
と
の
連
携
：
試
合
会
場
で

の
チ
ラ
シ
配
布
、
電
光
掲
示
板
で
の
PR
な
ど

•
行
政
職
員
や
相
談
員
と
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
と
の
勉

強
会

•
大
学
生
や
高
校
生
が
講
師
と
な
っ
た
出
前
講
座

•
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
既
存
の
高
齢

者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
情
報
提
供

○
現
状
と
課
題

•
広
報
媒
体
と
し
て
は
広
報
紙
、
チ
ラ
シ
の
活
用
が
多
い

•
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
は
発
信
力
が
高
い
が

利
用
は
少
な
い

•
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
情
報
伝
達
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
十
分
に
果
た

せ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る

○
対
策

•
地
元
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
）
に
毎
週
掲
載
枠
を
も
ち
、

相
談
事
例
な
ど
を
掲
載

•
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、
主
と
し
て
若
者
へ
の

情
報
伝
達
を
狙
い
と
し
て
Fa
ce
bo
ok
、
tw
it
te
rを

活
用
、
た
だ
し
利
用
者
を
増
や
す
に
は
更
な
る
工
夫

も
必
要

•
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
消
費
者
団

体
を
活
用
し
た
情
報
伝
達
も
有
効

○
現
状
と
課
題

•
情
報
発
信
の
内
容
は
で
き
る
だ
け
消
費
者
自
身
に
関
係

す
る
事
例
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
例
を
十
分

に
収
集
・
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

•
潜
在
的
な
消
費
者
被
害
を
含
め
、
広
く
相
談
情
報
を
収

集
す
る
に
は
、
相
談
窓
口
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す

る
こ
と
が
必
要

相
談
情
報
の
収
集

対
象
者
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
の
手
段

○
対
策

•
電
子
メ
ー
ル
等
を
活
用
：
相
談
の
第
一
歩
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
う

•
相
談
員
に
よ
る
出
張
相
談
：
相
談
員
室
の
外
に
出

て
、
相
談
窓
口
の
存
在
を
周
知

効
果
的
な
情
報
媒
体
の
選
択
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高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の

官
民
連
携
に
よ
る
見
守
り
の
在
り
方
調
査
報
告

平
成

28
年
４
月

消
費
者
委
員
会

T
h
e
C
o
n
s
u
m
e
r
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

３
官
民
連
携
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５

４
官
民
連
携
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
事
例
集
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
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１
消
費
者
行
政
に
お
け
る
官
民
連
携
＜
総
論
＞

（
「
消
費
者
行
政
に
お
け
る
新
た
な
官
民
連
携
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
報
告
」
（

27
年

8月
）
よ
り
）

２
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

○
消
費
者
行
政
に
お
い
て
は
、
多
様
な
民
間
の
主
体
が
、
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
視
点
の
強
化
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
目
標

○
消
費
者
問
題
は
極
め
て
多
様
で
複
合
的
・
広
域
的
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
機
関
だ
け
で
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
り
、
人
的
資
源
・
専
門
的
知
見
等
に
お
い
て
、
官
民
連
携
に
よ
る
補
完
が
必
須

第
１
は
じ
め
に

消
費
者
行
政
に
お
け
る
官
民
連
携
の
具
体
化
の
試
み
と
し
て
、
「
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め

の
官
民
連
携
に
よ
る
見
守
り
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
調
査

（
１
）
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
増
加

ア
高
齢
者
の
独
居
化
：
周
囲
の
目
が
届
き
に
く
い
こ
と
、
相
談
で
き
な
い
こ
と
等
に
よ
り
被
害
が
深
刻
化
す
る
傾
向

イ
消
費
生
活
相
談
件
数
の
増
加
：
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
件
数
は
人
口
の
高
齢
化
よ
り
も
高
い
水
準
で
増
加

ウ
消
費
者
被
害
の
状
況
：
詐
欺
的
手
口
に
関
す
る
相
談
が
増
加
、
被
害
額
は
平
均

40
0～

50
0万
円
台
と
高
額

（
２
）
高
齢
者
の
見
守
り
の
必
要
性

〇
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
や
被
害
の
早
期
発
見
・
拡
大
防
止
は
喫
緊
の
課
題

〇
高
齢
者
本
人
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
す
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分

〇
行
政
に
お
い
て
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
家
族
、
近
隣
住
民
、
福
祉
事
業
者
、
そ
の
他
様
々
な
主
体
が
高
齢
者
の
消
費
生
活

上
の
安
全
に
気
を
配
り
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
機
関
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

各
論
へ
の

展
開
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（
１
）
消
費
者
行
政
部
門
が
行
う
官
民
連
携
に
よ
る
高
齢

者
の
見
守
り

〇
犯
罪
警
戒
警
報
発
令
制
度
（
香
川
県
）

〇
条
例
に
よ
る
役
割
の
裏
付
け
（
千
葉
県
柏
市
）

〇
物
流
事
業
者
等
と
の
連
携
（
盛
岡
市
）

第
２
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の
官
民
連
携
に
よ
る
見
守
り
の
在
り
方

（
２
）
行
政
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
促
進
～
消
費
者
安
全
法
が
改
正
（2
8年
４
月
施
行
）

ア
消
費
者
安
全
法
を
踏
ま
え
た
連
携

→
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
の
設
置

イ
消
費
者
安
全
法
に
基
づ
く
情
報
共
有

１
取
組
の
現
状

（
３
）
多
様
な
行
政
部
門
で
行
わ
れ
る
官
民
連
携
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り

ア
消
費
者
行
政
部
門
と
福
祉
部
門
や
警
察
と
の
連
携

～
福
祉
部
門
等
で
構
築
さ
れ
て
い
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ
の
他
の
つ
な
が
り
を
活
用
し
て
消
費
者
被
害
防
止
に

・
介
護
事
業
者
と
連
携
（
香
川
県
）
・
地
域
の
商
店
街
と
連
携
（
横
浜
市
緑
区
）
・
地
元
企
業
と
連
携
（
東
京
都
杉
並
区
）

・
警
察
と
高
齢
者
と
日
常
的
に
接
す
る
機
関
・
団
体
と
の
連
携
（
富
山
県
警
察
）

イ
行
政
内
部
で
の
情
報
共
有
の
必
要
性
～
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
な
が
る
官
民
連
携
の
取
組
へ
の
参
画
に
向
け
て

・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

・
高
齢
化
の
進
ん
だ
団
地
に
大
学
生
が
居
住
（
埼
玉
県
春
日
部
市
）

（
４
）
民
間
が
主
体
と
な
る
高
齢
者
の
見
守
り
～
行
政
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
見
守
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
民
間
団
体
も

〇
見
守
り
の
対
象
か
ら
同
世
代
の
高
齢
者
の
見
守
り
の
主
体
へ
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

〇
事
業
に
お
け
る
経
営
資
源
を
活
用
し
、
行
政
と
連
携
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
取
組
（
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
）

〇
通
信
機
器
の
活
用
：
振
り
込
め
詐
欺
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
（
ニ
フ
テ
ィ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
富
士
通
研
究
所
）

79



T
h
e
C
o
n
s
u
m
e
r
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

第
２
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の
官
民
連
携
に
よ
る
見
守
り
の
在
り
方

ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
重
要
性

〇
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
視
点
が
必
要
。

高
齢
者
の
被
害
の
み
な
ら
ず
、
地
域

全
体
の
課
題
解
決
の
た
め
に
行
政
と

民
間
主
体
が
で
き
る
こ
と
を
整
理
す
べ

き
。
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
通
じ
て
活
動

の
利
益
を
地
域
に
還
元
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
高
齢
者
の
活

躍
の
場
に
（
東
京
大
学
秋
山
教
授
）

２
今
後
の
可
能
性

イ
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用

〇
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
情
報
発

信
や
異
変
に
気
付
い
た
際
に
は
専
門
家
に
つ

な
ぐ
役
割
を
担
う
。

〇
担
い
手
育
成
、
活
動
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

個
人
が
尊
重
さ
れ
、
自
治

会
・
町
会
と
い
っ
た
地
域

団
体
へ
の
参
加
者
も
減

少
し
、
時
代
の
潮
流
は
地

域
や
人
と
の
つ
な
が
り
が

弱
ま
る
方
向
へ
。
し
か
し

な
が
ら
、
高
齢
者
の
効
果

的
な
見
守
り
の
た
め
に
は
、

地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り

を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
。

（
３
）
継
続
的
な
官
民
連
携
の
た
め
に

〇
行
政
内
部
に
お
け
る
連
携
（
問
題
意
識
の
共
有
）

〇
民
間
の
主
体
と
の
継
続
的
な
連
携
（
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

（
本
来
の
役
割
や
事
業
）
を
活
か
し
た
取
組
が
重
要
）

（
４
）
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
連
携
の
形
を
求
め
て

○
地
域
に
合
っ
た
官
民
連
携
の
仕
組
み
の
構
築

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
の
創
出

ウ
地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
と
高
齢
者
の

見
守
り

〇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
・

人
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
る
見

守
り
が
多
く
の
賛
同
を
得
て
い
る
。

（
２
）
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
と
人
と
の
つ
な
が
り

イ
IC
T
の
活
用
に
よ
る
人
と
の
つ
な
が
り

・
情
報
の
円
滑
な
共
有
・
地
域
の
課
題
解
決
の
「
場
」

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

ア
住
民
等
へ
の
情
報
の
発
信

行
政
が
発
信
し
た
い
情
報
に
つ
い
て
、
民
間
の
主
体
が

利
用
し
や
す
い
形
で
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
情
報
を
活
用
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第
３
官
民
連
携
に
よ
る
見
守
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
て
～

（
１
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
―
官
民
連
携
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
―

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

東
珠
実
（
椙
山
女
学
園
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
）

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

金
尾
浩
志
（
富
山
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
課
長
補
佐
）

小
川
晃
子
（
岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

村
上
文
洋
（
一
般
社
団
法
人
オ
ー
プ
ン
＆
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
・
地
方
創
生
推
進
機
構
事
務
局
、

株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
）

齊
藤
秀
樹
（
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事
）

杉
浦
裕
樹
（
N
P
O
法
人
横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
代
表
理
事
）

（
２
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
て
―

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】

宮
島
真
希
子
（
N
P
O
法
人
横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
理
事
）

平
成
2
8
年
３
月
1
3
日
中
央
合
同
庁
舎
第
８
号
館
１
階
講
堂
参
加
者
：
7
4
名

参
加
者
全
員
が
９
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
「
高
齢
者
が
地
域
と
つ
な
が
り
を
作
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
全
体
で
共
有
。

理
想
の
未
来

現
状
の
課
題

解
決
手
段

ネ
ー
ミ
ン
グ

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
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第
４
官
民
連
携
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
事
例
集

（
１
）
多
様
な
主
体
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
消
費
者
被
害
防
止
の
取
組

〇
迅
速
な
警
報
発
令
及
び
介
護
事
業
者
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
福
祉
部
門
と
の
連
携
の
取
組
【
香
川
県
】

〇
柏
市
振
り
込
め
詐
欺
等
被
害
防
止
等
条
例
の
制
定
【
千
葉
県
柏
市
】

〇
区
役
所
・
警
察
署
・
事
業
所
の
連
携
に
よ
る
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
対
策
（
情
報
発
信
拠
点
）

【
横
浜
市
緑
区
】

〇
地
元
企
業
と
の
協
働
（
ペ
ア
レ
ン
ト
ガ
ー
ド
ナ
ー
）
【
東
京
都
杉
並
区
】

〇
「
富
山
県
民
だ
ま
さ
れ
ん
ち
ゃ
官
民
合
同
会
議
」
の
取
組
【
富
山
県
警
察
】

（
２
）
消
費
者
被
害
防
止
に
つ
な
が
る
見
守
り
活
動

〇
中
学
生
に
よ
る
熟
年
者
の
見
守
り
活
動
（
ジ
ュ
ニ
ア
訪
問
員
活
動
）
【
東
京
都
江
戸
川
区
】

〇
武
里
団
地
に
お
け
る
大
学
生
の
地
域
貢
献
活
動
の
取
組
（
官
学
連
携
団
地
活
性
化
推
進
事
業
）
【
埼
玉
県
春
日
部
市
】

〇
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
（
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

【
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
】

〇
配
達
時
の
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
（
ま
ご
こ
ろ
宅
急
便
）
【
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
】

（
３
）
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

〇
社
協
・
事
業
者
等
と
連
携
し
た
生
活
支
援
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
【
岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
小
川
教
授
】

〇
地
域
課
題
の
解
決
に
多
様
な
主
体
が
関
わ
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営

【
N
P
O
法
人
横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
】
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